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県
、地
事
所
の
職
業
紹
介
拡
充

貸
借
で
農
地
集
約
を
進
め
る
農

地
中
間
管
理
機
構
の
業
務
を
担
う

県
農
業
開
発
公
社

（長
野
市
）
は

集
積

で
耕
作
を

効
率
化

//う考

ブナ′

県
は
１
日
、
１０
地
方
事
務
所
の

「女
性

・
障
が
い
者
等
就
業
支
援

デ
ス
ク
」
が
手
掛
け
る
障
害
者
、

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
、
中
国
帰
国
者

の
家
族
、
子
育
て
で
離
職
中
の
母

親
ら
を
対
象
と
し
た
職
業
紹
介
を

拡
充
し
た
。
厚
生
労
働
省
が
同
日
、

全
国
の
公
共
職
業
安
定
所
の
求
人

情
報
を
自
治
体
な
ど
に
オ
ン
ラ
イ

ン
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
。

最
新
情
報
を
入
手
で
き
る
た
め
、

相
談
者
は
最
寄
り
の
地
事
所
で
よ

り
多
く
の
求
人
情
報
を
基
に
職
を

探
せ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

県
は
、
職
業
安
定
法
上
の
無
料

職
業
紹
介
事
業
者
と
し
て
２
０
０

４
年
か
ら
社
会
的
困
難
を
抱
え
る

人
を
対
象
に
職
業
紹
介
を
し
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
は
職
安
の
求
人
情

報
を
扱
う
際
は
、
あ
ら
た
め
て
企

業
側
に
労
働
条
件
な
ど
を
細
か
く

確
認
し
た
上
で
提
供
せ
ね
ば
な
ら

ず
、
情
報
量
に
限
界
が
あ
っ
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
提
供
開
始
と
と
も

に
確
認
手
続
き
の
簡
略
化
が
認
め

ら
れ
た
。
地
事
所
に
配
備
さ
れ
た

パ
ソ
コ
ン
で
前
日
夜
ま
で
の
求
人

情
報
を
基
に
相
談
に
応
じ
ら
れ
る

た
め
、
求
職
者
の
希
望
や
適
性
に

応
じ
た
紹
介
が
可
能
。　
コ
串
訪
し

県
が
拡
充
し
た
地
方
事
務
所
で
の

職
業
紹
介
＝
上
小
地
方
事
務
所

た
り
、
よ
り
多
く
の
情
報
を
求
め

て
職
安
に
行

っ
た
り
す
る
負
担
は

減
る
六
県
労
働
雇
用
課
）
と
し
、

利
用
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

就
職
指
南
「内
定
塾
」

長
野
校
を
オ
ー
プ
ン

千
曲
の
人
材
育
成
会
社

人
材
育
成
の
キ
ャ
リ
ア
ト
ラ
ス

テ
ィ
ン
グ

（千
曲
市
）
は
１
日
、

就
職
を
目
指
す
学
生
を
指
南
す
る

「内
定
塾
」
長
野
校
を
長
野
市
間

御
所
町
に
開
設
し
た
。
就
職
支
援

な
ど
の
ガ
ク
ー

（東
京
）
と
フ
ラ

ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
し
、
全
国
１０
校

目
と
し
て
開
設
。
当
面
は
主
に
２

０
１
６
年
春
の
卒
業
予
定
の
３０
人

栄 庁 闇

喜積のイメージ 障
害
者
・
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
ら
対
象

農
地
の
借
り
手
を
募
る

塁
辰業
開
発
公
社
農
業
生
産
効
率
化
促
す

ど
を
申
込
書
に
記
入
し
、
市
町
村

に
提
出
す
る
。

賃
貸
料
は
地
域
の
相
場
に
基
づ

き
、
農
地
ご
と
の
生
産
条
件
を
加

味
し
て
決
め
る
。
申
し
込
み
の
参

考
情
報
と
し
て
、
地
域
ご
と
の
農

地
の
特
徴
や
担
い
手
の
確
保
状
況

な
ど
の
情
報
を
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
提
供
。
市
町
村
の
農
政
担
当

者
や
地
元
の
農
協
な
ど
も
相
談
に

応
じ
る
。

公
社
は
１１
月
以
降
、
農
協
や
市

町
村
な
ど
と
連
携
し
、
申
込
者
の

中
か
ら
生
産
者
を
選
定
。
来
年
１

～
３
月
に
農
地
を
貸
し
付
け
る
予

定
だ
。
貸
し
出
す
農
地
は
７
月
か

ら
募
集
し
て
い
る
。
地
域
内
の
全

の
中
山
間
地
で
は
生
産
者
の
高
齢

化
が
深
刻
で
、
十
分
な
借
り
手
を

確
保
す
る
の
が
課
題
と
な

っ
て
い

る
。
同
公
社
は

「農
業
に
興
味
の

あ
る
企
業
を
訪
問
し
て
農
地
の
利

用
を
Ｐ
Ｒ
し
た
い
」

（中
間
管
理

部
）
と
し
て
い
る
。

１
日
、
農
地
を
借
り
た
い
法
人
や

農
家
を
募
り
始
め
た
。
貸
し
出
し

で
き
る
農
地
も
並
行
し
て
既
に
募

集
を
開
始
。
規
模
拡
大
や
新
規
参

入
の
希
望
者
に
ま
と
め
て
使

っ
て

も
ら
い
、
農
業
生
産
の
効
率
化
を

促
す
。

借
り
ら
れ
る
の
は
、
市
町
村
が

認
め
た
認
定
農
業
者
、
県
が
認
定

し
た
認
定
就
農
者
、
農
業
生
産
法

人
、
国
の
政
策
に
基
づ
く
各
地
域

ご と

ひらもり  ちか お
平森 親男さん

拗
難
発
揮
で
き
る
と
考
え
る
。

菓農家 1厖物新規就農者など

東農家 |  を誘致

程
度
を
対
象
に
自
己
分
析
や
画
接

な
ど
を
指
導
す
る
。

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
添
削
す

る
ほ
か
、
面
接
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
指
導
。
本

部
の
東
京
校
と
連
携
し
、
各
種
講

座

へ
の
参
加
や
内
定
を
受
け
た
学

生
の
資
料
聞
覧
な
ど
も
で
き
る
。

受
講
料
は
内
定
す
る
ま
で
の
標
準

的
な
コ
ー
ス
で
約
１５
万
円
。
県
内

の
大
学
や
短
大
の
学
生
の
ほ
か
、

県
内
企
業
に
就
職
を
希
望
す
る
県

「内
定
塾
」
長
野
校
で
準
備
を
進
め

る
霜
鳥
塾
長

（右
）
ら

「上
の
う
代
わ
り
に
も
使
え
て
役

に
立
つ
」
。
協
全
商
事

（長
野
市
）

の
平
森
親
男
社
長
（６４
）は
、
水
な
ど

の
流
動
物
を
入
れ
て
も
自
立
で
き
る

運
搬
用
の
袋

「
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
コ
ン

テ
ナ
バ
ッ
グ

（
フ
レ
コ
ン
）
」
の
新

製
品
に
つ
い
て
、
各
地
で
発
生
が
相

次
ぐ
土
砂
災
害
の
現
場
で
も
機
能
を

災害現場で力発揮

外
の
学
生
も
受
け
入
れ
る
。

塾
長
を
務
め
る
キ
ャ
リ
ア
ト
ラ

ス
テ

ィ
ン
グ

の
霜
鳥
光
社
長
は

冒

都
圏
で
蓄
積
さ
れ
た
塾
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、
不
安
や
悩
み

を
抱
え
る
学
生
を
支
援
し
た
い
」

と
す
る
。
５
日
以
降
、
説
明
会
や

セ
ミ
ナ
ー
を
開

い
て
学
生
を
募

る
。
問
い
合
わ
せ
は
長
野
校

（
な

０
２
６

ｏ
２
１
４

・
０
０
１
０
）

へ
。

諏
訪
の
エ

自
己
破
産

負
債
見
込
み

合
金
鋳
物
製
浩

（諏
訪
市
）
は
１
中

を
停
止
し
、
事
後
布

に

一
任
し
た
。弁
斐

地
裁
諏
訪
支
部
に
一

請
す
る
方
針
。
負
一

千
万
円
の
見
込
み
ハ

な
が
の
東
急
の

純
損
失
２２００
万
円

７
月
中
間
決
算

な
が
の
東
急
百
貨
店
（長
野
一じ

は
１
日
、
２
０
１
４
年
７
月
中
間

連
結
決
算
を
発
表
し
た
。
４
月
の

消
費
税
率
引
き
上
げ
後
の
売
り
上

げ
が
伸
び
悩
み
、
売
上
高
は
前
年

同
期
比
２

・
３
％
減
の
１
０
８
億

１
８
０
０
万
円
。
純
損
益
は
２
２

０
０
万
円
の
損
失
と
な
り
、
前
年

本
業
は
農
業
用
機
械
製
造
販
売
だ

が
、
飼
料
化
の
研
究
の
た
め
、
廃
棄

さ
れ
た
み
そ
を
従
来
型
の
フ
レ
コ
ン

で
運
ん
で
い
た
際
、
倒
れ
て
し
ま

っ

た
の
が
開
発
の
き

っ
か
け
。
四
角
す

い
の
先
端
部
分
を
切

っ
た
形
で
、
倒

れ
に
く
い
構
造
に
し
た
。
県
外
企
業

を
通
じ
て
秋
に
販
売
が
始
ま
る
。

濃
縮
ジ

ュ
ー
ス
の
運
搬
と
い
っ
た

同
期

（損
失
４
４
（

続
い
て
赤
字
と
な

．

表
の
当
初
業
績
予
一

１
８
０
０
万
円
券

た
。経

常
利
益
は
９３

０
０
万
円
。
増
税
一

需
要
で
宝
飾
品
や
ル

高
額
商
品
の
売
れ
（

っ
た
が
、
そ
の
後
注

響
が
続
い
た
。
同
「

ン
代
や
光
熱
費
な
ド

重
な
り
、
消
費
者
（

低
下
し
て
い
る
六
”

と
み
て
い
る
。

‐５
年
１
月
期
の
一
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